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東
日
本
大
震
災
か
ら
の
本

格
的
復
旧
・
復
興
の
た
め
の

平
成
２３
年
度
第
三
次
補
正
予

算
案
が
１０
月
２１
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
、
２８
日
に
国
会
に
提

出
さ
れ
た
。
農
林
水
産
省
全

体
１
兆
１
２
６
５
億
円
の
う

ち
水
産
関
係
は
総
額
４
９
８

９
億
円
と
な
り
、
２３
年
度
当

初
予
算
、
第
一
次
及
び
第
二

次
補
正
予
算
の
合
計
額
を
上

回
る
規
模
と
な
っ
て
い
る

（
別
表
）。

漁
港
、
漁
村
等
の
復
旧
・

復
興
関
係
予
算
額
（
公
共
）

は
、
漁
港
関
係
等
災
害
復
旧

事
業
と
し
て
、
漁
港
施
設
等

の
災
害
復
旧
事
業
２
２
７
６

億
５
７
０
０
万
円
及
び
災
害

関
連
事
業
６９
億
７
３
０
０
万

円
の
計
２
３
４
６
億
３
０
０

０
万
円
に
加
え
、
水
産
基
盤

整
備
事
業
と
し
て
、
拠
点
漁

港
等
復
興
対
策
（
被
災
地
対

策
）
１
３
５
億
円
、
漁
港
緊

急
防
災
対
策
（
被
災
地
以
外
）

６７
億
３
２
０
０
万
円
の
計
２

０
２
億
３
２
０
０
万
円
、
合

わ
せ
て
２
５
４
８
億
６
２
０

０
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、
新
た
に
創
設
予

定
の
東
日
本
大
震
災
復
興
交

付
金
（
仮
称
）
（
内
閣
府
計

上
、
以
下
「
復
興
交
付
金
」）

に
お
い
て
市
町
村
漁
港
、
漁

業
集
落
の
整
備
及
び
漁
港
環

境
の
整
備
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
農
山
漁
村
地
域
整
備

交
付
金
で
は
、
被
災
地
及
び

東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震

に
伴
う
津
波
が
想
定
さ
れ
る

地
域
に
重
点
化
し
て
、
早
急

に
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
等

を
実
施
す
る
。

被
災
地
対
策
で
は
、
漁
港

の
復
興
対
策
と
し
て
、
�
被

災
地
の
拠
点
漁
港
に
お
い

て
、
災
害
復
旧
事
業
と
あ
わ

せ
て
高
度
衛
生
管
理
型
荷
さ

ば
き
所
等
の
整
備
な
ど
流
通

・
加
工
機
能
の
強
化
、
漁
港

就
業
者
等
の
安
全
確
保
を
図

る
た
め
の
避
難
路
の
整
備
等

防
災
機
能
の
強
化
、
災
害
時

に
最
低
限
の
漁
港
機
能
を
維

持
す
る
た
め
の
防
波
堤
・
岸

壁
等
の
耐
震
・
耐
津
波
強
化

等
の
実
施
。
�
地
盤
沈
下
が

発
生
し
て
い
る
漁
港
に
お
い

て
、
水
産
加
工
場
用
地
等
漁

港
区
域
内
の
漁
港
施
設
用
地

（
民
有
地
含
む
）
の
一
体
的

な
嵩
上
げ
・
排
水
対
策
、
護

岸
等
の
嵩
上
げ
を
実
施
。
�

航
路
・
泊
地
等
に
土
砂
が
堆

積
し
て
い
る
漁
港
に
お
い
て

航
路
・
泊
地
の
浚
渫
、
堆
砂

を
防
止
・
軽
減
す
る
た
め
の

防
砂
堤
等
の
整
備
を
実
施
。

漁
場
の
復
興
対
策
と
し

て
、
�
北
海
道
か
ら
千
葉
県

に
至
る
海
域
に
お
い
て
、
水

域
環
境
の
修
復
と
漁
場
生
産

力
の
回
復
を
図
る
た
め
の
漁

場
整
備
を
実
施
。
�
三
陸
沖

か
ら
房
総
沖
の
海
域
に
お
い

て
、
漁
場
施
設
の
被
害
状
況

を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
、

災
害
廃
棄
物
（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
ら
等
）
を
漁
場
施
設
と

し
て
再
利
用
す
る
た
め
の
実

証
試
験
を
実
施
。

漁
業
集
落
等
の
復
興
対
策

と
し
て
�
「
漁
業
集
落
防
災

機
能
強
化
事
業
」を
創
設
し
、

復
興
交
付
金
の
基
幹
事
業
と

し
て
位
置
づ
け
、
集
落
地
盤

の
嵩
上
げ
・
切
盛
土
、
集
落

排
水
・
集
落
道
等
生
活
基
盤
、

漁
港
と
の
連
絡
道
、
高
台
の

避
難
地
・
避
難
路
や
安
全
情

報
伝
達
施
設
等
の
整
備
を
実

施
。
�
「
災
害
に
強
い
漁
業

地
域
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
等
の
見
直
し
、
被
災
地

及
び
東
海
地
震
、
東
南
海
・

南
海
地
震
の
対
策
強
化
地
域

等
に
お
け
る
漁
業
集
落
の
防

災
対
策
（
特
に
避
難
地
、
避

難
路
、
避
難
計
画
等
）
の
緊

急
点
検
を
実
施
。

被
災
地
以
外
の
漁
港
緊
急

防
災
対
策
と
し
て
、
東
海
地

震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
強

化
地
域
、
東
海
・
東
南
海
地

震
防
災
対
策
推
進
地
域
、
日

本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海

溝
型
地
震
防
災
対
策
推
進
地

域
に
お
け
る
漁
港
の
防
災
対

策
を
強
化
す
る
た
め
、
外
郭

施
設
等
の
機
能
強
化
や
避
難

路
等
の
緊
急
整
備
を
実
施
。

ま
た
、
被
災
し
た
漁
業
者

等
の
共
同
利
用
施
設
の
復
旧

整
備
事
業
と
し
て
漁
協
・
水

産
加
工
協
等
共
同
利
用
施
設

復
旧
・
復
興
関
係
に
３
７
８

億
１
６
０
０
万
円
、
養
殖
施

設
復
旧
・
復
興
関
係
に
２
０

０
億
６
２
０
０
万
円
、
放
流

用
種
苗
生
産
施
設
復
旧
・
復

興
関
係
に
１
４
０
億
７
７
０

０
万
円
、
漁
港
施
設
復
旧
・

復
興
関
係
に
１１
億
５
４
０
０

万
円
の
計
７
３
１
億
８
０
０

万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
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水
産
業
の
振
興
を
願
い
、

海
や
河
川
の
環
境
保
全
の
大

切
さ
を
訴
え
る
「
第
３１
回
全

国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」

（
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
推

進
委
員
会
、
同
大
会
鳥
取
県

実
行
委
員
会
主
催
）
が
２９
、

３０
の
両
日
、
鳥
取
市
内
で
開

か
れ
た
。
今
年
は
東
日
本
大

震
災
を
受
け
、
「
つ
く
ろ
う

よ

み
ん
な
が
笑
顔
に

な

れ
る
海
～
頑
張
ろ
う
日
本

災
害
か
ら
の
復
興
～
」
と
復

興
支
援
を
テ
ー
マ
に
掲
げ

た
。
２
日
間
の
日
程
で
記
念

式
典
な
ど
が
行
わ
れ
、
水
産

業
発
展
へ
の
決
意
を
新
た
に

し
た
。
被
災
漁
業
者
ら
が
招

待
さ
れ
た
２９
日
の
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
、
３０
日
の
大
会
式
典
、

放
流
行
事
に
は
天
皇
・
皇
后

両
陛
下
も
出
席
さ
れ
た
。

３０
日
の
と
り
ぎ
ん
文
化
会

館
（
鳥
取
市
）の
式
典
に
は
、

震
災
で
被
災
し
た
宮
城
、
岩

手
、
福
島
３
県
の
漁
業
者
や

水
産
高
校
生
を
含
む
約
１
８

０
０
人
が
出
席
。
横
路
孝
弘

衆
院
議
長
は
「
若
い
世
代
が

夢
と
希
望
を
持
て
る
水
産
業

に
」
、
平
井
伸
治
鳥
取
県
知

事
は
「
東
日
本
大
震
災
や
鳥

取
県
内
で
の
豪
雨
で
被
害
を

受
け
た
水
産
業
を
再
生
し
復

興
を
と
げ
よ
う
」
と
力
強
く

語
っ
た
。

同
大
会
推
進
委
員
会
会
長

の
服
部
郁
弘
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
会

長
が
大
会
決
議
を
読
み
上

げ
、
満
場
の
拍
手
で
採
決
。

こ
の
後
、
鳥
取
港
で
行
わ

れ
た
放
流
行
事
に
は
招
待
者

約
５
０
０
人
が
参
加
す
る

中
、
境
港
大
漁
太
鼓
荒
神
会

（
境
港
市
）
の
勇
ま
し
い
太

鼓
演
奏
や
イ
カ
釣
り
漁
船
や

県
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
の
調

査
船
な
ど
１０
隻
が
港
内
を
パ

レ
ー
ド
し
て
両
陛
下
を
歓

迎
。両

陛
下
は
ヒ
ラ
メ
と
キ
ジ

ハ
タ
の
稚
魚
を
放
流
さ
れ

た
。
ま
た
、
後
日
放
流
す
る

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
、
ア
ラ
メ
・

ク
ロ
メ
、
ク
ロ
ア
ワ
ビ
、
バ

イ
を
漁
業
者
に
託
さ
れ
た
。

平成２３年１１月１５日 発行

毎月 １回１５日発行

編集兼
発行人

社団法人 全国漁港漁場協会

田 中 潤 兒

東京都港区赤坂１－９－１３三会堂ビル８階

電話 東京（５１１４）９９８１

定価 １部 ７０円

（会員の購読料は会費の中に含む）

漁港は
魚の保育園
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本本
格格
的的
災災
害害
復復
旧旧
へへ
４４
９９
８８
９９
億億
円円

平
成
２３
年
度
第
３
次
水
産
関
係
補
正
予
算

つつ
くく
ろろ
うう
よよ

みみ
んん
なな
がが
笑笑
顔顔
にに

なな
れれ
るる
海海

鳥
取
で
海
づ
く
り
大
会

ヒラメなどの稚魚を放流される天皇・皇后両陛下
（写真提供＝ＪＦ全漁連）

漁 港 漁 場 月 報

総 額 ４，９８９億円

平成２３年度当初予算２，００２億円 第１次補正予算２，１５３億円 第２次補正予算１９８億円

１．漁船・共同定置網の復旧と漁船漁業の経営再開に対する支援 ３６，４１１百万円

�漁業・養殖業復興支援事業（８１，７６３百万円）のうち、
・がんばる漁業復興支援事業【２４，２８０百万円】地域で策定した復興計画に基づき震災前

以上の収益性確保を目指し、安定的な水産物生産体制の構築を行う漁協等に対し、３年以

内で必要な経費（用船料、燃油代、氷代等）を支援

�共同利用漁船等復旧支援対策事業【１２，１３１百万円】漁協等が行う漁船の建造、中古船
の導入、定置網等漁具の導入や漁業者グループによる省エネ機器設備の導入を支援

２．養殖施設の再建と養殖業の経営再開・安定化に向けた支援 ８８，４３８百万円

�漁業・養殖業復興支援事業（８１，７６３百万円）のうち、
・がんばる漁業復興支援事業【５７，４８３百万円】５年以内の自立を目標として、生産の

共同化による経営の再建に必要な経費（施設等借上費、養殖作業費、資材費等）を支援

�養殖施設災害復旧事業【１０，７４３百万円】激甚法に基づく養殖施設の災害復旧事業を実
施

�水産業共同利用施設復旧整備事業（７３，１０８百万円）のうち、
・養殖施設復旧・復興関係【２０，０６２百万円】被災した漁協等が共同利用施設として養殖

筏、はえ縄施設、採苗施設等を整備する取組を支援

�種苗発生状況等調査事業【１５０百万円】震災後の海域環境下における種苗の発生状況
や各地域の種苗特性を調査し、被災地に適した種苗の確保を促進

３．種苗放流による水産資源の回復と種苗生産施設の整備に対する支援 １６，２３８百万円

�水産業共同利用施設復旧整備事業（７３，１０８百万円）のうち
・種苗生産施設関係【１４，０７７百万円】被災した放流用種苗生産施設のうち規模の適正

化や種苗生産機能の効率化・高度化を図る施設の整備を支援

�被災海域における種苗放流支援事業【２，１６１百万円】
他海域の種苗生産施設等からの種苗の導入による放流種苗の確保や放流種苗の生息環

境を整える取組を支援

４．水産加工流通業等の復興・機能強化に対する支援 ６３，９３０百万円

�水産業共同利用施設復旧整備事業（７３，１０８百万円）のうち
・漁協・水産加工協等共同利用施設復旧・復興関係【３７，８１６百万円】被災した漁協、

水産加工協等の水産業共同利用施設（荷さばき施設、加工処理施設、給油施設等）のうち、

規模の適正化や衛生機能の高度化等を図る施設の整備を支援

�水産業共同利用施設復旧支援事業【２５，８７９百万円】被災した漁協・水産加工協等の水
産業共同利用施設（製氷施設、市場、加工施設、冷凍冷蔵施設等）の早期復旧に必要な機

器等の整備を支援

�加工原料等の安定確保取組支援事業【２３６百万円】水揚げが本格的に再開されるまで
の当面の間、緊急的に遠隔地から加工原料等を確保する際の掛かり増し経費を支援

５．漁港、漁村等の復旧・復興 ２５６，０１６百万円

�漁港関係等災害復旧事業（公共）【２３４，６３０百万円】地震や津波の被害を受けた漁港、
海岸等の災害復旧及びこれと併せて行う再度災害防止のための災害関連事業を実施

�水産基盤整備事業（公共）【２０，２３２百万円】拠点漁港の流通・防災機能の強化、水産
加工場等用地の嵩上げ・排水対策、漁場生産力回復のための整備等を実施するとともに、

津波の危険が高い地域での漁港の防災対策を強化

�水産業共同利用施設復旧整備事業（７３，１０８百万円）のうち
・漁港施設復旧・復興関係【１，１５４百万円】被災した漁港の機能回復を図るための施

設を整備

�農山漁村地域整備交付金（公共）【１，９６８百万円の内数】被災地及び東海・東南海・南
海地震に伴う津波が想定される地域に重点化し、早急に海岸保全施設の整備等を実施

６．がれきの撤去による漁場回復活動に対する支援 １６，７７２百万円

漁場復旧対策支援事業【１６，７７２百万円】漁業者等が行うがれき撤去、底びき網漁船等に

よる広域的ながれき撤去の取組や操業中に回収したがれき処理への支援、漁場の回復状況

の調査を実施

７．燃油・配合飼料の価格高騰対策、担い手確保対策 ５，４２４百万円

�漁業経営セーフティーネット構築事業【４，０００百万円】震災復興の阻害要因である燃
油・配合飼料価格の高騰の影響を緩和するために、国と漁業者・養殖業者が積み立ててい

る基金の臨時積み増しを行い、補填金の安定的な支払いを確保

�漁業復興担い手確保支援事業【１，４２４百万円】漁業関係の雇用の維持・確保のための
若青年漁業者の技術習得の支援や漁家子弟の就業支援等の実施、漁協を通じた経営再建指

導等による被災地の担い手の経営を支援

８．漁業者・加工業者等への無利子・無担保・無保証人融資の推進 ４，６８４百万円

�水産関係無利子化等事業（融資枠２２１億円）【１，７２３百万円】災害復旧・復興に必要な
日本政策金融公庫資金（水産加工資金を含む）、漁業近代化資金等を実質無利子化すると

ともに、無利子化する公庫資金を無担保・無保証人化

�漁業者等緊急保証対策事業（保証枠２７５億円）【２，９６１百万円】漁業者・漁協等の復旧
・復興関係資金等について、無担保・無保証人融資を推進するための緊急的な保証を支援

９．その他 １１，０３６百万円

�水産総合研究センター施設の復旧【３，９７９百万円】被災海域の水産資源の回復を図る
ため、その基盤となる技術開発を行う（独）水産総合研究センター施設を復旧・整備

�鯨類捕獲調査安定化推進対策【２，２８４百万円】震災により鯨産地も被災する中で、昨
年度調査の早期切り上げにより調査副産物収入が大きく落ち込んだことに対応した支援措

置とともに、反捕鯨団体の妨害活動への安全対策を強化

�漁場確保のための操業経費補助事業【４９百万円】震災によりロシア水域での操業がで
きなくなった漁業者の日ロ交渉に基く負担分の一部を助成

�漁港関係等災害復旧事業（公共）【４，７２４百万円】台風１２号等により被災した漁港、
海岸等の災害復旧及びこれと併せて行う再度災害防止のための災害関連事業を実施

※ほかに、東日本大震災復興交付金（仮称：使い勝手のよい交付金）による支援が可能

○水産業共同利用施設復興整備事業

被災した市町村の共同利用施設や地域の復興方針等に沿った加工流通施設の整備

○農林水産関係試験研究機関緊急整備事業

被災県の基幹産業たる農林水産業を復興するための農林水産研究施設等の整備

○漁港施設機能強化事業

被災地域における市町村営漁港の漁港施設用地嵩上げ・排水対策等の整備

○漁業集落防災機能強化事業

被災地域における漁業集落の地盤の嵩上げや生活基盤等の整備

○農山漁村活性化プロジェクト支援交付金

被災した生産施設、生活環境施設、地域間交流拠点等の復興等を支援

○農山漁村地域復興基盤総合整備事業

被災地域における集落排水等の集落基盤、農地・農業用施設の生産基盤等の整備

平平成成２２３３年年度度第第３３次次水水産産関関係係補補正正予予算算案案のの概概要要
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「
第
１０
回
全
国
漁
港
漁
場

整
備
技
術
研
究
発
表
会
」（
主

催：

水
産
庁
、
徳
島
県
、

（
社
）
全
国
漁
港
漁
場
協
会
）

が
徳
島
県
徳
島
市
「
あ
わ
ぎ

ん
ホ
ー
ル
徳
島
県
郷
土
文
化

会
館
大
会
議
室
」
で
１１
月
８

～
９
日
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
発
表
会
は
昭
和
３１
年

か
ら
平
成
１３
年
ま
で
「
全
国

漁
港
建
設
技
術
研
究
発
表

会
」
と
し
て
４６
回
開
催
さ
れ

た
が
、
平
成
１４
年
か
ら
漁
場

整
備
に
関
す
る
技
術
を
加

え
、
漁
港
と
漁
場
を
一
体
的

に
取
り
扱
う
発
表
会
と
し
て

名
称
も
改
め
ら
れ
、
本
年
で

１０
回
目
、
昭
和
３１
年
か
ら
は

通
算
５６
回
目
と
な
る
。

全
国
の
漁
港
漁
場
整
備
に

か
か
る
新
し
い
研
究
成
果
や

先
進
事
例
を
紹
介
し
、
漁
港

漁
場
整
備
の
技
術
の
向
上
、

普
及
を
目
的
と
し
て
お
り
、

今
年
度
は
全
国
の
漁
港
漁
場

関
係
技
術
者
約
１
３
０
人
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

１
日
目
の
発
表
会
は
８
日

午
前
９
時
４５
分
か
ら
橋
本
牧

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

長
、
豊
井
泰
雄
徳
島
県
農
林

水
産
部
長
及
び
田
中
潤
兒

（
社
）
全
国
漁
港
漁
場
協
会

長
が
主
催
者
挨
拶
を
行
い
、

続
い
て
、
山
尾
政
博
広
島
大

学
生
物
圏
科
学
研
究
科
教
授

よ
り
「
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
水
産
業
復
興
へ
の
道
筋
―

２
０
０
４
年
ス
マ
ト
ラ
沖
地

震
災
害
の
復
興

経
験
か
ら
学
ぶ

ー
」
と
題
し
た

基
調
講
演
が
行

わ
れ
た
。

一
般
発
表
は
、

午
前
中
に
東
日

本
大
震
災
の
被

災
実
態
や
復
旧

・
復
興
の
考
え

方
、
台
風
災
害

か
ら
の
復
興
事

例
に
つ
い
て
３

題
の
発
表
が
行

わ
れ
、
午
後
は

漁
港
の
機
能
保
全
対
策
や
漂

砂
対
策
、
岸
壁
の
大
水
深
へ

の
改
良
及
び
多
機
能
型
浮
防

波
堤
な
ど
漁
港
施
設
に
関
し

て
５
題
、
自
然
調
和
型
防
波

堤
、
増
殖
礁
等
に
よ
る
藻
場

の
再
生
、
ウ
ニ
や
貝
類
の
増

殖
に
つ
い
て
４
題
の
発
表
が

行
わ
れ
た
。

特
に
浮
防
波
堤
に
つ
い
て

の
発
表
で
は
、
施
工
後
の
背

後
域
の
静
穏
度
や
チ
ェ
ー
ン

係
留
に
よ
る
こ
と
の
災
害
時

の
安
全
性
な
ど
に
つ
い
て
質

問
が
出
さ
れ
た
。

２
日
目
は
現
地
視
察
を
行

い
、
午
前
８
時
４５
分
に
徳
島

駅
前
を
出
発
し
、
徳
島
市
の

「
希
少
種
の
ミ
チ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
（
マ
リ
ン
ピ
ア
沖
洲
）
」

と
鳴
門
市
の
「
大
浦
漁
港
ふ

れ
あ
い
広
場
産
直
施
設
（
さ

か
な
市
）」、
「
鳴
門
公
園
（
渦

の
道
）」
を
視
察
し
た
。

平
成
２３
年
度
磯
焼
け
対
策

全
国
協
議
会
が
１０
月
３１
日
午

後
１
時
３０
分
よ
り
１１
月
１
日

正
午
ま
で
、
港
区
の
三
田
共

用
会
議
所
で
、
約
１
３
０
人

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

協
議
会
は
大
き
く
３
部
で

構
成
さ
れ
、
「
地
震
・
津
波

等
大
規
模
災
害
（
東
日
本
大

震
災
も
含
め
て
）
に
よ
る
藻

場
資
源
へ
の
影
響
及
び
現

状
」
「
磯
焼
け
対
策
に
関
す

る
最
近
の
動
向
」
「
地
域
の

取
り
組
み
事
例
」
に
つ
い
て

基
調
講
演
、
発
表
が
行
わ
れ

た
。初

日
は
水
産
庁
漁
港
漁
場

整
備
部
橋
本
牧
部
長
に
よ
る

挨
拶
の
後
、
基
調
講
演
を
は

じ
め
８
題
の
発
表
が
行
わ

れ
、
２
日
目
は
地
域
の
取
り

組
み
事
例
等
７
題
の
発
表
が

行
わ
れ
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
植
食
性

魚
類
で
あ
る
ア
イ
ゴ
、
イ
ス

ズ
ミ
の
除
去
の
た
め
の
網
の

仕
掛
け
方
、
海
藻
生
育
の
た

め
の
鉄
分
供
給
に
お
け
る
青

潮
等
に
よ
る
成
分
変
化
の
状

況
等
に
つ
い
て
の
質
問
に
加

え
、
環
境
・
生
態
系
保
全
対

策
に
よ
る
藻
場
の
回
復
面
積

を
把
握
し
て
も
ら
い
た
い
と

の
要
望
等
も
出
さ
れ
、
活
発

な
協
議
会
と
な
っ
た
。

最
後
に
、
�
吉
晋
吾
整
備

課
長
が
全
体
を
締
め
く
く
る

挨
拶
を
行
っ
た
。

発
表
演
題
・
発
表
者
（
敬

称
略
）

◎
基
調
講
演

●
地
震
・
津
波
等
大
規
模

災
害
等
に
よ
る
藻
場
資
源
へ

の
影
響：

東
京
海
洋
大
学

准
教
授

藤
田
大
介

◎
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

藻
場
資
源
の
現
状
に
つ
い
て

●
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

東
北
沿
岸
域
の
藻
場
の
状

況：

（
独
）
水
産
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
東
北
区
水
産
研
究

所
主
任
研
究
員

村
岡
大
祐

●
岩
手
県
に
お
け
る
藻
場

の
現
状：

岩
手
県
水
産
技

術
セ
ン
タ
ー
専
門
研
究
員

大
村
敏
昭

◎
磯
焼
け
対
策
に
関
す
る

最
近
の
動
向

●
ア
イ
ゴ
稚
魚
の
生
態
と

加
入
制

限

要

因

に

つ

い

て：

（
独
）
水
産
大
学
校

准
教
授

野
田
幹
雄

●
植
食
性
魚
類
の
除
去
技

術
開
発：

（
株
）
沿
岸
生
態

系
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
藻
場

・
干
潟
研
究
室
長

中
嶋
泰

●
消
波
構
造
物
に
蝟
集
す

る
イ
ス
ズ
ミ
類
と
そ
の
有
効

利
用：

（
独
）
水
産
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
水
産
工
学
研

究
所
生
物
環
境
グ
ル
ー
プ
長

桑
原
久
実

●
磯
焼
け
対
策
の
認
知
度

に
つ
い
て：

（
社
）
水
産

土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
上

席
研
究
員

安
藤
亘

●
鉄
分
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
の

現
場
適
用
性
に
関
す
る
考

察：

日
本
鉄
鋼
連
盟

加

藤
敏
朗

◎
地
域
か
ら
の
報
告
（
地

域
の
取
組
）

●
水
産
業
の
未
来＝

藻

場
の
再
生：
寿
都
町
産
業

振
興
課
長

瀧
山
修
市

●
三
重
県
内
の
磯
焼
け
対

策
取
組

み

事

例

に

つ

い

て：

三
重
県
漁
連
指
導
部

漁
業
振
興
課

小
野
里
伸

●
ウ
ニ
類
と
魚
類
の
食
害

対
策
が
必
要
な
地
域
で
の
磯

焼
け
対
策：

高
知
県
水
産

試
験
場
主
任
研
究
員

田
井

野
清
也

●
福
岡
県
に
お
け
る
藻
場

保
全
対
策
に
つ
い
て：

福

岡
県
水
産
海
洋
技
術
セ
ン
タ

ー
研
究
部
浅
海
海
洋
課
主
任

技
師

梨
木
大
輔

●
日
本
南
限
の
ア
マ
モ
場

保
全
活
動
～
漁
師
と
地
域
子

供
た
ち
の
取
組
～：

山
川
地

区
藻
場
保
全
会

川
畑
友
和

●
環
境
・
生
態
系
保
全
対

策
の
現
状
に
つ
い
て：

水

産
庁
計
画
課
課
長
補
佐

小

林
聖
治

◎
そ
の
他

●
水
産
復
興
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
つ
い
て：

水
産
庁
整

備
課
課
長
補
佐

三
上
信
雄

（
財
）
漁
港
漁
場
漁
村
技
術
研

究
所
と
（
社
）
全
国
漁
港
漁
場
協

会
は
１２
月
２
日
（
金
）
午
後
１
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
千
代
田
区
の

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
漁
業
地
域
の
一

日
も
早
い
復
旧
・
復
興
と
今
後
の

津
波
防
災
・
減
災
対
策
推
進
の
た

め
、
「
漁
業
地
域
の
復
旧
・
復
興
を

考
え
る
～
復
旧
・
復
興
の
あ
る
べ

き
姿
と
は
～
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
。

内
容
は
、
北
海
道
大
学
大
学
院

教
授
越
澤
明
氏
の
「
過
去
の
災
害

復
興
の
教
訓
を
生
か
し
た
漁
業
地

域
の
復
旧
・
復
興
」
と
気
仙
沼
市

危
機
管
理
監
佐
藤
健
一
氏
の
「
気

仙
沼
市
役
所
に
お
け
る
津
波
被
害

と
の
戦
い
」
の
基
調
講
演
、
「
漁
業

地
域
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
」

提
言
報
告
及
び
公
立
は
こ
だ
て
未

来
大
学
名
誉
教
授
長
野
章
氏
を
座

長
と
す
る
パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
三
部
構
成
を
予
定
。

参
加
希
望
者
は
当
該
財
団
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
:

//w
w

w
.jific.

o
r.jp

/)

参
照
。
１１
月
２５
日
ま
で
に

参
加
申
込
書
を
問
い
合
せ
先
へ
ｅ

メ
ー
ル
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。

漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進

議
員
連
盟
（
会
長
・
衛
藤
征

士
郎
衆
議
院
副
議
長
）
は
、

１１
月
２
日
正
午
か
ら
自
民
党

本
部
で
臨
時
総
会
を
開
催

し
、
平
成
２４
年
度
水
産
基
盤

整
備
事
業
関
係
予
算
概
算
要

求
及
び
平
成
２３
年
度
水
産
関

係
第
三
次
補
正
予
算
案
に
つ

い
て
水
産
庁
（
橋
本
牧
漁
港

漁
場
整
備
部
長
ら
）
及
び
関

係
団
体
を
招
い
て
協
議
を
行

っ
た
。

同
議
連
の
金
子
恭
之
衆
議

院
議
員
の
司
会
で
会
議
が
進

め
ら
れ
、
水
産
庁
の
橋
本
漁

港
漁
場
整
備
部
長
が
平
成
２３

年
度
水
産
関
係
第
三
次
補
正

予
算
案
に
織
り
込
ま
れ
て
い

る
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

対
策
と
し
て
の
拠
点
漁
港
等

復
興
対
策
な
ど
を
説
明
す
る

と
と
も
に
、
平
成
２４
年
度
水

産
基
盤
整
備
関
係
予
算
の
概

算
要
求
の
地
震
津
波
防
災
対

策
や
被
災
地
の
拠
点
漁
港
等

復
興
対
策
の
推
進
及
び
次
期

漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画
な

ど
の
概
要
を
説
明
し
た
。

衛
藤
会
長
は
「
我
が
国
の

水
産
業
、
漁
村
の
状
況
が

益
々
厳
し
く
な
っ
て
い
る
な

か
、
東
日
本
大
震
災
で
多
く

の
水
産
都
市
・
漁
村
や
漁
港

が
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

こ
の
震
災
で
水
産
物
の
安
定

供
給
や
生
活
の
場
と
し
て
の

漁
港
・
漁
場
・
漁
村
の
重
要

性
が
改
め
て
再
認
識
さ
れ
た

が
、
被
災
地
の
一
刻
も
早
い

復
旧
と
魅
力
あ
る
水
産
地
域

の
復
興
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
近
い
将
来
東

海
、
東
南
海
、
南
海
、
日
向

灘
地
震
津
波
等
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
て
お
り
、
二
度
と
こ

の
よ
う
な
悲
惨
な
大
災
害
を

起
こ
し
て
は
な
ら
ず
、
防
災

対
策
を
一
刻
も
早
く
実
現
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

今
後
、
人
命
を
最
優
先
と

し
た
防
災
対
策
の
見
直
し
、

品
質
・
衛
生
対
策
の
強
化
、

水
産
環
境
の
整
備
及
び
漁
港

の
老
朽
化
対
策
な
ど

を
強
力
に
進
め
る
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
２４
年
度
概
算

要
求
、
２３
年
度
第
三

次
補
正
予
算
案
に
つ

い
て
議
連
と
し
て
し

っ
か
り
対
応
し
て
い

き
た
い
。
来
年
度
か

ら
新
た
な
漁
港
漁
場

整
備
長
期
計
画
が
ス

タ
ー
ト
す
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
述

べ
た
。

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は

出
席
し
た
議
員
か
ら
「
第
三

次
補
正
予
算
案
と
水
産
復
興

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
の
関
連

が
見
え
な
い
」
「
単
年
度
で

で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は

三
千
億
位
の
基
金
を
つ
く
っ

て
は
と
提
案
し
た
が
ど
う
考

え
て
い
る
か
」
「
三
陸
海
岸

は
水
産
業
で
成
り
立
っ
て
い

る
わ
け
で
、
そ
の
水
産
業
を

復
興
す
る
た
め
に
は
、
漁
港

・
漁
場
の
整
備
と
周
辺
整
備

を
一
貫
し
て
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
遅
れ

が
目
立
ち
す
ぎ
て
い
る
の
で

非
常
に
心
配
。
ど
う
い
う
復

旧
・
復
興
策
を
考
え
て
い
る

か
」
「
将
来
起
こ
り
得
る
で

あ
ろ
う
東
南
海
、
南
海
地
震

等
に
対
す
る
対
策
の
実
施
に

強
い
覚
悟
が
必
要
」
「
内
閣

府
の
復
興
交
付
金
は
、
申
請

等
の
実
施
体
制
を
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
」
等
の
意
見
や

質
問
が
出
さ
れ
た
。

最
後
に
司
会
の
金
子
議
員

が
「
水
産
基
盤
整
備
事
業
関

係
予
算
は
大
変
厳
し
い
も
の

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
議
連
と
し
て
は
我
が
国

水
産
業
及
び
水
産
業
を
支
え

る
地
域
が
活
性
化
す
る
よ
う

支
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

つ
い
て
は
議
連
と
し
て
決
議

を
し
て
財
務
省
、
農
林
水
産

省
に
要
請
し
た
い
」と
し
て
、

「
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
の
整

備
促
進
に
関
す
る
緊
急
特
別

決
議
（
案
）
」
を
提
案
し
て

了
承
さ
れ
閉
会
し
た
。

本
人
出
席
の
国
会
議
員
は

次
の
通
り
（
敬
称
略
）。

【
衆
議
院
】衛
藤
征
士
郎
、

大
島
理
森
、
金
子
恭
之
、
福

井
照
、
宮
腰
光
寛

【
参
議
院
】
青
木
一
彦
、

石
井
準
一
、
磯
崎
陽
輔
、
岸

信
夫
、
末
松
信
介
、
野
村
哲

郎
、
牧
野
た
か
お
、
松
下
新

平
、
松
村
祥
史
、
山
本
順
三

代
理
出
席
は
３３
名
。

平
成
２３
年
度
漁
港
漁
場
管

理
者
研
修
会
が
１０
月
１８
～
１９

日
開
催
さ
れ
た
。
初
日
は
水

産
庁
の
主
催
に
よ
り
農
林
水

産
省
講
堂
で
行
わ
れ
、
２
日

目
の
現
地
見
学
会
は
当
協
会

が
１
２
４
名
の
参
加
者
を
得

て
千
葉
県
鋸
南
町
の
「
保
田

漁
港
」
で
実
施
し
た
。

初
日
は
、
宇
賀
神
義
宣
水

産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
計
画

課
長
の
主
催
者
挨
拶
で
始
ま

り
、
水
産
庁
担
当
官
に
よ
る

漁
港
、
漁
場
の
管
理
、
指
定
、

利
用
及
び
規
制
緩
和
に
関
す

る
講
義
８
題
と
青
森
県
、
富

山
県
及
び
和
歌
山
県
の
漁
港

管
理
担
当
者
に
よ
る
事
例
紹

介
が
３
題
行
わ
れ
た
。

２
日
目
の
現
地
見
学
会

は
、
保
田
漁
港
の
漁
協
会
議

室
で
白
石
治
和
鋸
南
町
長
、

柴
田
三
喜
男
保
田
漁
業
協
同

組
合
長
よ
り
歓
迎
の
挨
拶
を

受
け
た
後
に
、
保
田
漁
協
山

口
参
事
か
ら
保
田
漁
協
の
業

務
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
２
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て

漁
港
視
察
を
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
す
る
形
で

実
施
し
た
。

見
学
場
所
で
あ
る

保
田
漁
港
は
フ
ィ
ッ

シ
ャ
リ
ー
ナ
整
備
も

行
わ
れ
て
お
り
、
プ

レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
と

漁
船
と
が
き
ち
ん
と

住
み
分
け
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
漁
協
が

経
営
し
て
い
る
魚
食

食
堂
「
ば
ん
や
」
は
、
毎
年

コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
集
客
し
て

お
り
、
現
在
は
予
約
専
門
の

「
第
３
ば
ん
や
」
ま
で
整
備

さ
れ
て
い
る
。
予
約
専
門
の

施
設
が
出
来
た
こ
と
に
よ

り
、
旅
行
会
社
が
観
光
コ
ー

ス
と
し
て
取
り
入
れ
易
く
な

っ
た
こ
と
で
団
体
客
の
入
り

込
み
も
増
加
。
地
元
で
の
雇

用
創
出
な
ど
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
役
立
っ
て
い
る
。

１０
月
１１
日
（
火
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会

田
中
会
長
は
熊
本
県
へ

出
張１０

月
１２
日
（
水
）

岩
手
県
漁
港
漁
村
協

会
専
務
理
事
船
越
穣
氏

１０
月
１７
日
（
月
）

愛
媛
県
漁
港
漁
場
協

会
事
務
局
長
森
下
照
美

氏
１０
月
１９
日
（
水
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会

福
田
業
務
課
長
、
金
刺

主
事
は
千
葉
県
へ
出
張

１０
月
２９
日
（
土
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会

田
中
会
長
、
野
口
業
務

部
長
は
鳥
取
県
へ
出
張

���������	
 ���

震震災災復復興興へへのの道道筋筋探探るる

自
１０
月
１
日

第１０回全国漁港漁場整備技術研究発表会

漁漁

港港

往往

来来

至
１０
月
３１
日

概
算
要
求
、３
次
補
正
を
協
議

漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進
議
員
連
盟

挨拶する衛藤会長

研究発表会の視察の様子

漁 港 漁 場 月 報

震
災
の
影
響
や
最
新
状
況
を
報
告

「ばんや」を視察する研修会参加者

漁漁
業業
地地
域域
のの
復復
旧旧
・・
復復
興興
をを
考考
ええ
るる
シシ
ンン
ポポ

平
成
２３
年
度
磯
焼
け
対
策
全
国
協
議
会

１２
月
２
日
に
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で

昭和３０年４月８日第三種郵便物認可

千
葉
県
保
田
漁
港
を
視
察

平
成
２３
年
度
漁
港
漁
場
管
理
者
研
修
会

����


